
 

 

この案内に関するお問い合わせは、下記のフリーダイヤルにて承っております。 

 ０１２０－０５３―６０６(土・日・祝日を除く 9:30～17:30 (12:15～13：00 を除く)) 

バックナンバーは M2Mセンサネットへのログイン後に「取扱説明書」ボタンで表示する画面から参照ください。 

「ALLwatch」は弊社が提供するモニタサービスの総称です。 

 

 

 
本号では、デマンド監視装置「SW150PF/PFK」で、「警報時 DO 出力」機能をご利用いただく際の、警報レ

ベルに対する DO動作を解説いたします。 
 
弊社のデマンド監視装置「SW150PF/PFK」は、デマンド警報レベルに応じて DO出力を行う機能があります。 
デマンド警報レベルは「H＜HH＜HHH」の順で上位警報となり、上位警報の発生時には、下位警報の DO 端

子も出力状態となっており、DO出力を使用して外部機器を制御される場合はご注意ください。 
 

 以下の画面例のようにデマンド警報レベル「H/HH/HHH」に応じて、DO0～DO2 に出力設定を行うと、DO 出
力の動作は、以下のようになります。 
 
【設定画面例】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜H警報発生時＞ ＜HH警報発生時＞ ＜HHH警報発生時＞ 

【接点出力状態】 
DO0：ON状態 
DO1：OFF状態 
DO2：OFF状態 

【接点出力状態】 
DO0：ON状態 
DO1：ON状態 
DO2：OFF状態 

【接点出力状態】 
DO0：ON状態 
DO1：ON状態 
DO2：ON状態 

【LED点灯状態】 
 
 
 
 
 

【LED点灯状態】 
 
 
 
 
 

【LED点灯状態】 
 
 
 
 
 

【参考：警報メール送信状態】 
H警報発生時 
 
 
 
 

【参考：警報メール送信状態】 
H警報→HH警報発生時 
HH警報発生時 

【参考：警報メール送信状態】 
H警報→HHH警報発生時 
HH警報→HHH警報発生時 
HHH警報発生時 
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